ことぶきで暮らす人々あれこれ　27
老人クラブの人物つれづれ（４）水石さん

　顔を合わせる時、口をつく一声は「眼鏡を壊してしまった。これで今年に入って十個目だ…」「ダンプを運転してぶつけてしまった。もうメチャメチャで使い物にならない。まだ3台あるからいいけど…」「もう5日も寝てない…」などなど。なんと言葉を返していいのか返答に窮することしばしばである。ホラ（嘘）と言ってしまえばそれまでなのだが…。あまり気分のいいものではない。はっきり言えば不愉快である。

　しかし、しょっちゅう顔を合せる関係だけに、なんとか付き合い続ける工夫をしなければならない。工夫といっても、自分の中の思い付きの域を出ないものだが。

　工夫　その一　判断や評価をしないこと。特に自分の中で、否定的な感情や思いが動くときは我慢が肝要。なぜなら判断や評価は、何よりも自分自身を縛り、窮屈にさせるものでもあるし、関係の発展性をなくしてしまうおそれもある。判断や評価は相手のことを表していると思いがちだが、そう簡単にわりきれるものではないではない。それは判断し評価した自分自身の問題でもあるからだ。

　工夫　その二　話の内容や筋道にこだわらない。それを話すその人本人の表情を眺めながら、その話を楽しむようにする。生きいきと話したりつまらなそうだったりする表情を見ているだけでも結構楽しい。
　工夫　その三　相づちをうったり、それからと訊ねて顛末を聞く。あんまり深入りはしない。サラッと。

　まあ、時間をかけてゆっくりとお付き合いを深めましょうという工夫である。どんな風に関係が広がるのか楽しむということになる。こちらの気分もあるが、水石さんもその時の気分でこちらの問いかけにのって話が大いに話が盛り上がることもあるし、のってこない時もある。会話は双方の気分が平らかな時に結構盛り上がるような気がする。
　さて、そのうち、僕は水石さんのホラがあまり気にならなくなった。いわば気軽なあいさつ代わりといった按配で受け止めるようになった。僕にとってはもうホラではなくなったのである。これは、まあ、工夫もあるかもしれないが、時の経過というものだろう。水石さんの顔が柔和に見えてきた。思えば、僕は水石さんのホラで困らせられたことはなかったし、不愉快に思ったのは僕の気持の問題だった。僕は、すこしずつ水石さんが好きになっていることに気がついた。このスタイルで今日まで生きてきたのは凄いものだ！？

　寿ドヤ街には、水石さんのように常にお忙しい？方もいらっしゃるし、真面目で穏やかに過ごしている方もいらっしゃる。ふっと、どんな人生を過ごしてきたのかと知りたくなったりする。いやいや、おだやかな水面に石を投げ込むのはやめよう。人生は予測がつかないことがあるのだろう。個人では防ぎようがないことも多い。寿ドヤ街を死までの住み家として暮らす人々は、それぞれかけ替えのない人生を送ってきているのだから。寿のひとり一人の方に敬意をささげたい。

　次回は　　想像することは実現出来る!?　ナツさんのこと
